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第５０号

発行：修明高校農業クラブ

令和６年３月１日

２月１６日（金）～１７日（土）に東京都港区白金台にある「八芳園MuSuBu」で開催された「ふくしま復興マルシェ」に参加しました。

県内7校が参加し、今回は「トクしまフクしまGAPフェア」として徳島県のGAP食材とコラボしての実施でした。販売の呼び込みや商

品説明以外にも、各校のGAPの取組状況を伝えるパネル説明や、お客さんにクイズ形式でGAPを学んでもらうクイズ大会も行われ

ました。参加した食品科学２年の佐々木君は「県外の販売会は初めてでした。最初は緊張でお客さんに声を掛けられませんでし

たが、商品説明をすると購入いただき、新たな挑戦ができた。これからも参加したいです！」と楽しそうに話していました。

「ふくしま復興マルシェ」で開発商品などを販売
農業クラブ
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＜修明高校の販売物＞ ～これら販売物は、農業科の３学科が特色を生かし、日頃取り組んでいる実習で生産・加工・企業連携したものです～
中玉ﾄﾏﾄ（JGAP取得）、修明ｷﾑﾁ（こまや・吉野家ﾌｧｰﾑと協働）、修明玉こんにゃく（大島屋蒟蒻店と協働）、落花生（棚倉幼稚園生と栽培）、ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰｼﾞｬﾑ･ﾘﾝｺﾞｼﾞｬﾑ（棚倉産果実使用）

GAPクイズも行われ、参加者にはGAP食材をプレゼント。 農業クラブ員のみんなは分かるかな？

「八芳園MuSuBu」でGAPをPRして販売 ～福島県の農業高校生が運営～

新商品「修明キムチ」の特徴を丁寧に説明

お洒落なお店が並ぶ、ガラス張りの「MuSuBu」

農業高校生の商品に「完成度が高い」と驚く方も！

農業クラブの公式ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

「のうくっく（お内裏さまバージョン）」
（本校クラブ員が書いてくれました。）



今後の予定

・３月　５日（火）～８日（金）生徒休業日
・３月１９日（水）終業式
・３月２９日（金）離任式
・４月　８日（月）始業式
・４月　９日（火）入学式

製作者
より

これからも、

みんなが分かりやすい

紙面作りを心掛けます！

このプログラムは、㈳Bridge for Fukushimaが主催し、㈱accentureが講師を務め、農業高校生に商品企画のノウハウを伝えるものです。

本校は今年度で４度目の参加ですが、来年度は食品科学科実験乳加工班・地域資源科２年生で実施します。この東京販売会には来年度

取り組む2-3塩田希紘さん・未紘さんも参加し、「地元地域の特産品を活用し、製造・販売するのが、今から楽しみ」と話しました。

１年間かけ企画した商品を東京で販売 ～農業高校 経営マーケティングプログラム～

食品科学科実験乳加工班

２月１９日（月）郡山市にある福島県林業研究センター・林業アカデミーふくしまを見学研修しました。木材について講義を受けるとともに、ドローン操作・チェー

ンソー体験、ハーベスタシミュレーター体験、木材の耐久試験等、学校にはない林業専用の施設設備に触れ、規模の大きさに驚いた様子でした。

「木を育て、木を活用する」技術を学び、実際の機材を体験
地域資源科１年

２月２３日（金）15:00～20:00オリンピック記念青少年総合センターにて、東京販売会のオリエンテーションと各班の商品紹介、POP作成研修がありました。

参加生徒は修明高校３班のほかに、福島明成高校４班、相馬農業高校１班、ふたば未来学園１班、宮城県立小牛田農林高校１班の計３７名です。

２月２５日（土）7:30～20:00、全体を９班に分け輪番で販売しました。販売以外の時間は都内店舗ツアー（東京の食品小売店を見学し、販売物・価格の特徴

を学ぶ）と、AITツアー（accentureのオフィスに伺い、企業を相手にしたｺﾝｻﾙの内容等について学ぶ）に参加。夕方からは決算発表準備を行いました。

２月２５日（日）7：30～12:00、ゲストを招いて決算発表会を実施。各会社で黒字赤字がありましたが、「なぜ赤字なのか？」「もっと黒字にできなかったか？」

等を製造時・販売時について評価し、ゲストからコメントをいただきました。決算と振り返りをしたことで、実際の商品企画がいかに難しいかを体験しました。

焼き菓子､ｼﾞｭｰｽ､ｼﾌｫﾝｹｰｷ､乾物､ﾋﾟｰﾁｼｭｶﾞｰ､ﾌﾞｯｸｶﾊﾞｰ等を販

売。４時間ほどですべて完売し、合計３万４千円程の売上でした。

AITツアーでは、社員の方が詳しく楽しく説明してくれました。顧客である企業の「困りごと」を解消するため、新しいアイデアと先端技術を提供する現場を見学・体験し、驚きの連続でした。

木材の強度実験（何tの力に耐えるか）。↓その様子を真剣に見守る


